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 アントニオ・ネグリとマイケル・ハートが、グローバル化する現代世界を新たな視角から捉えるた

めに呈示した〈帝国〉という概念は、今日も諸種の学問分野に強い影響をあたえている。それと並行

して、グローバルなデジタルメディア・ネットワークが世界を覆い尽くしつつある現在、人々が分か

ち合い、人々を結びつけるコモンとコミュニケーションの動態や、両者の連関に大きな関心が寄せら

れている。本研究は、ネグリとハートのコモン論を主に社会哲学・社会思想的観点から再検討すると

ともに、デジタルメディア時代におけるコミュニケーションの働きを学際的視点から把捉することを

目的とする。３年間にわたる研究期間中（2014〜2016年度）に、以下の成果をあげることを通じ、当

初の目的を十分に達成することができたと総括できる。 
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